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1 はじめに

近年，野球に関する研究が多く行われている．その中で，打撃面や投球面に関する解析は多く行われているが，守備

面に関する研究は少ない．また，選手評価の研究が多く，戦術に関する研究も少ない．そこで，本研究では守備に着目

し，場面を限定して戦術に関する研究を行った．場面としては犠牲フライ可能場面（無死あるいは一死で 3塁に走者が

おり，外野にフライが飛んだ場面）を対象とする．その際，3塁走者の生還・非生還に着目した．解析には 2012, 2013,

2014年のプロ野球に関するデータを用いる．データ項目としては，飛球座標 X,Y を主に使用した．また，犠牲フライ

とは上記場面においてタッチアップで 3塁走者が本塁に生還することを意味する．

2 解析方法

犠牲フライ可能場面において，外野手が定位置からどこに移動してフライを捕球したのか調べた．その際，前後の移

動を互いに異なるものとして扱うため，ボールをグラウンド上のどこで捕球したかを表す飛球座標 X,Y に対して次の

ような座標変換を行った．定位置と本塁を結ぶ直線を考え，その直線と捕球位置との成す角度を θ とする．捕球位置ま

での距離を「移動距離」，直線との成す角度 θ を「移動角度」と定義して，極座標変換を行う．なお，極座標の原点と

なる外野手の定位置データはなかったので，カーネル密度推定法によって定位置推定をした．解析においては，定位置

からの　「移動距離」と「移動角度」に加えて，「3塁走者の走力」と「捕球者の肩力」も用いた．その際，走力と肩力

をどのように表現するかが問題となる．本研究では，セイバーメトリクスの指標である BsRを走力，ARを肩力として

扱った．「移動距離」，「移動角度」，「3塁走者の走力」，「捕球者の肩力」という 4つの変数でロジスティック回帰分析を

行い，3塁走者の生還する確率（生還率）を推定した．

3 解析結果

極座標変換後の「移動距離」と「移動角度」の値にカーネル密度推定法を適用し，定位置からどこに移動して捕球し
た場合に 3塁走者は生還・非生還になるのかを確認した．

移動角度 0◦は正面，移動角度 90◦は真右，移動角度−90◦は真左，移動角度−180◦と 180◦は真後ろを表している．ま
た，移動距離の 1単位≒ 0.5mである．ロジスティック回帰分析の解析結果は当日に示す予定である．
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